
 

 

 

 

 
慣慣れれ親親ししんんだだ学学びび舎舎をを巣巣立立つつ  

第第６６６６回回卒卒業業証証書書授授与与式式  
 ２月２８日（金）、本校総合学科３年生７１名が卒業式を迎えました。開式宣言のあと、国歌・

校歌を斉唱し、校長から各クラス代表へ卒業証書授与。校長式辞、来賓祝辞、在校生送辞（生

徒会長 安川泰志郎くん）、卒業生答辞（前生徒会長 沖野優憲くん）、卒業記念品贈呈と続き、

「蛍の光」斉唱で別れを惜しみました。 

たいへん静粛で厳かな雰囲気の中、３年生７１名は胸を張って堂々と慣れ親しんだ学び舎を

巣立って行きました。卒業生の皆さんの今後の益々の活躍を祈念します。 

卒業にあたって、前日の２７日（木）には、在学中に様々な活躍をした生徒の表彰式を行い

ました。表彰を受けた生徒は、下記のとおりです。 

 

１ 全国総合学科高等学校長協会表彰・・・3年C組  松本 早紀 

 

２ 部活動表彰 

 高体連一般表彰（全国高等学校総合体育大会・国民体育大会出場者） 

     3年A組 西垣 大雅  3年C組 黒田 尚志   

   3年C組 嶋貫 雄太  3年C組 山添 真志 

 

３ 校長表彰 

 (1) 皆勤賞（３年間無欠課・無欠席） 

     3年A組  田村 環奈  3年A組 西垣 大雅   

     3年C組 芦田  翼  3年C組  黒田 尚志   

     3年C組 嶋貫 雄太   3年C組 吉田 純香 

 

 (2) 精勤賞（３年間欠課５時間以内） 

     3年B組 中川 颯馬   3年B組 松本 恵語   

     3年B組 安見 凪朝  3年C組 平野 貴史  3年C組 山﨑 絢音 

 

 (3) 特別活動賞（全国高等学校総合体育大会・国民体育大会出場者等、特別活動に顕著な業績のあった者） 

     カヌー部     3年A組 西垣 大雅  3年C組 黒田 尚志   

          3年C組 嶋貫 雄太  3年C組 山添 真志 

 

 (4) 読書表彰（３年間で学校図書館から150冊以上の貸し出し） 

     3年A組 住友 天雅  3年A組 福井 理世   3年C組 奥田  彩 

   3年C組 山﨑 絢音                          （敬称略） 

介介護護職職員員基基礎礎研研修修課課程程  修修了了  
今年度卒業生のうち、福祉系列を選択していた６名は、 

「介護職員基礎研修課程」を修了した証として、〈修了証 

明書〉を授与されました。 

「介護職員基礎研修」は、卒業認定以上に厳しい条件 

があり、これを修了したことによって、介護福祉士国家 

試験の受験資格が得られます。６名は４月からそれぞれ 

地元の介護福祉施設等で専門を活かした仕事に就きつつ、 

来年度の国家試験一発合格をめざして、勉強を続けていきます。 

 

 

京都府立久美浜高等学校 

住所 京丹後市久美浜町橋爪６５番地 

電話 ０７７２－８２－００６９ 
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《文化に親しむ月間》 
２月３日（月）から２８日（金）まで、「文化に親しむ月間」として、文

化系部活動の作品展示のほか、授業で取り組んだ書道や絵画、陶芸など、さ

まざまな校内展示を行いました。 

また、２月１９日（水）には、軽音楽部と吹奏楽部もライブを行い、多く

の生徒が鑑賞に参加しました。 

 

 
 

 

 



一一年年のの成成果果をを披披露露ししままししたた  

１１年年生生[[社社会会とと情情報報]]  ププレレゼゼンンテテーーシショョンン 

 １年生「社会と情報」の授業では、プレゼンテーショ 

ン能力の向上を目指し、一年間の学習の最後に発表会を 

行いました。内容は、環境問題や趣味・特技、進路など 

各自が興味のある題材について図書館やインターネット 

で調査し、１０枚程度のスライドにまとめたもので、持 

ち時間は１人５分程度でした。 

人前でわかりやすく発表することは、今後身に付けなければならない大切な能力です。生徒

達は、額に汗しながらリハーサルや資料の準備・発表に取り組み、ふだんの授業とは違った緊

張感のなか、各自の成果を発表しあいました。 

 

  生生産産科科学学系系列列２２年年生生校校外外学学習習 

・・ココメメのの食食味味検検査査をを初初体体験験  
１１月月３３１１日日、、京京都都府府農農林林水水産産技技術術セセンンタターー  丹丹後後農農業業研研究究所所  

ににてて『『丹丹後後地地方方のの農農業業のの現現状状やや課課題題をを学学びび、、農農業業分分野野ににおおけけ  

るる試試験験研研究究のの課課題題設設定定のの方方法法やや調調査査研研究究のの進進めめ方方、、調調査査デデーー  

タタののままととめめ方方やや考考察察のの方方法法等等ののノノウウハハウウをを学学ぶぶ』』ここととをを目目的的  

ととししてて、、本本校校２２年年生生１１００名名がが参参加加ししままししたた。。  

  ははじじめめにに河河瀬瀬弘弘一一所所長長ををははじじめめ４４部部門門のの研研究究員員のの方方にに、、丹丹後後地地方方のの農農業業のの現現状状やや課課題題、、今今  

年年度度のの調調査査研研究究のの中中身身をを詳詳細細ににわわかかりりややすすくく紹紹介介ししてていいたただだききままししたた。。そそのの後後、、米米のの食食味味官官能能

試試験験をを体体験験、、同同一一条条件件下下でで炊炊飯飯ししたた炊炊ききたたててのの米米２２種種類類をを「「外外観観」」「「香香りり」」「「味味」」「「粘粘りり」」「「硬硬  

ささ」」「「総総合合」」のの６６項項目目ににつついいてて各各自自比比較較をを行行いいままししたた。。日日頃頃ななじじみみ深深いい『『ココシシヒヒカカリリ』』とと食食  

味味良良好好米米ととししてて最最近近注注目目さされれつつつつああるる『『つつやや姫姫』』のの２２種種類類のの米米のの比比較較をを行行いい、、生生徒徒達達もも初初めめ  

ててのの経経験験にに苦苦戦戦ししつつつつ、、改改めめてて『『京京丹丹後後産産ココシシヒヒカカリリ』』のの食食味味のの良良ささをを再再認認識識すするるここととががでで  

きき、、ととててもも刺刺激激的的でで実実りりああるる時時間間ととななりりままししたた。。  

・・試試験験成成績績報報告告会会  参参加加  
２２月月２２２２日日、、平平成成２２５５年年度度京京都都府府農農林林水水産産技技術術セセンンタターー    農農  

林林セセンンタターー丹丹後後農農業業研研究究所所試試験験研研究究成成績績報報告告会会にに出出席席ししままししたた。。  

  ここのの試試験験研研究究成成績績報報告告会会はは、、毎毎年年地地域域農農業業のの課課題題にに対対応応すするる  

新新技技術術にに農農業業研研究究所所のの研研究究員員がが取取りり組組みみ、、研研究究成成果果をを広広くく農農業業  

自自営営者者やや農農業業関関係係機機関関にに報報告告普普及及すするるとといいううももののでで、、今今回回もも地地元元のの農農業業自自営営者者ををははじじめめ、、丹丹  

後後農農業業実実践践型型学学舎舎のの生生徒徒ささんんやや農農林林行行政政関関係係者者ななどど、、大大変変多多くくのの参参加加ががあありりままししたた。。  

  本本校校でで農農業業をを学学ぶぶ生生徒徒がが全全員員参参加加すするるののはは初初めめててででししたたがが、、農農業業自自営営者者にに混混じじりり若若いい視視点点でで

実実践践研研究究報報告告やや非非常常にに熱熱ののここももっったた農農業業自自営営者者のの農農業業実実践践ににおおけけるる意意見見交交換換をを直直にに聞聞くくこことと  

ががでできき、、大大ききなな刺刺激激をを受受けけままししたた。。ここれれららのの経経験験をを積積みみ重重ねね「「地地域域農農業業のの現現状状やや課課題題をを身身近近にに  

ととららええ、、自自ららのの食食とと連連動動ししてて農農業業をを考考ええるる学学習習」」をを更更ににすすすすめめてていいききたたいいとと考考ええてていいまますす。。  

  

将将来来をを見見据据ええてて  

１１年年生生[[社社会会人人ととのの交交流流会会]]  
２２月月１１２２日日（（水水））、、[[社社会会人人ととのの交交流流会会]]をを実実施施ししままししたた。。  

社社会会人人交交流流会会はは、、生生徒徒主主体体のの手手作作りりのの交交流流会会でで、、今今年年はは、、  

調調理理、、理理美美容容、、看看護護、、消消防防、、介介護護、、製製造造業業、、自自動動車車整整備備のの  

７７分分野野にに分分かかれれ、、久久美美浜浜高高校校のの卒卒業業生生をを中中心心ととししたた７７名名のの  

講講師師ををおお招招ききしし、、実実施施ししままししたた。。  

  生生徒徒達達はは、、１１月月かかホホーームムルルーームムやや「「産産業業社社会会とと人人間間」」のの  

授授業業のの中中でで、、「「案案内内係係」」「「司司会会・・進進行行係係」」「「挨挨拶拶係係」」「「職職業業調調  

べべ係係」」「「質質問問係係」」「「会会場場準準備備係係」」ななどど各各係係にに分分かかれれてて準準備備をを  

進進めめててききままししたた。。  

  当当日日はは、、そそれれぞぞれれがが、、自自分分のの役役割割をを責責任任をを持持っってて進進めめまま  

ししたた。。講講師師のの先先生生方方もも講講演演やや実実技技、、実実習習ななどど熱熱心心にに御御指指導導  

ををいいたただだきき、、ああっっとといいうう間間にに予予定定のの１１時時間間がが過過ぎぎ、、ととててもも  

充充実実ししたた学学習習時時間間をを過過ごごすすここととががででききままししたた。。  

 

高高校校のの学学びびをを出出前前授授業業  

・・理理科科[[豆豆腐腐作作りり体体験験]] 

五箇小学校では全員が牛乳パックを利用して豆腐をつくり 

               ました。また、新山小学校では自分たちが育てた大豆を使っ

て              ての豆腐づくりでした。 

小学校３年生では国語の授業で「すがたをかえる大豆」と 

いう教材があり、豆腐の作り方は知っていましたが、実際に 

作るのは初めてということで、みんな興味津々でした。 

にがりの苦さを体験したり、できた豆腐の試食など、楽し 

い時間を過ごしました。 

 

・・福福祉祉科科[[手手話話っっててななああにに？？～～聴聴覚覚障障害害者者  理理解解～～]] 

２月１９日、京丹後市立鳥取小学校４年生の授業で、本校の福祉科教諭と、「京丹後市聴覚言

語障害者センター」の方々で出前授業を行いました。福祉について一緒に考えるところからは 

じめ、ジェスチャーゲームで「聞こえず、言葉がなくても」伝 

えたい気持ちがあれば通じることを体感。手話で簡単な挨拶と 

自分の名前も覚えました。最後に、「手話や聞こえない人につい 

て関心を持つことが、聞こえない人にとって何よりうれしいこ 

と。福祉は皆が幸せな社会を作るための学習であること」を確 

認しました。 

  

 

２月２５・２６日、京丹後市立五箇小

学校(３年生)と京丹後市立新山小学校

(３年生)で出前授業(豆腐づくり)を実施

しました。 

 
 

 

 

  
 

「「久久美美高高・・輝輝きき・・ププラランン」」  

ププロロにに学学ぶぶ、、農農業業のの未未来来 

  

  

  

 

 

 
地地域域ととととももにに歩歩むむ教教育育活活動動 


